
(57)【要約】
【課題】電子部品用セラミック部品を焼結する時に、セラミック成形体どうしやセラミッ
ク成形体と匣鉢などの焼成道具材との間での溶着を無機物粉末を用いずに防止すること。
【解決手段】本発明の製造方法は、所定の表面粗さＲａの表面を有する未焼成のセラミッ
ク成形体を焼成道具材内で複数段に積層する積層工程と、上記積層した各セラミック成形
体それぞれを焼結して電子部品用セラミック焼結体を得る焼結工程とを含むものである。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 焼 成 道 具 材 内 で 段 積 み 状 態 で 焼 成 す る 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ
ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 焼 成 前 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 に あ ら か じ め 所 定 の
表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 を 形 成 し て お く 、 こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結
体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
  上 記 凹 凸 を 、 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 形 成 用 シ ー
ト と を 交 互 に 重 ね て 加 圧 圧 着 す る こ と に よ り 形 成 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 凹 凸 形 成 用 シ ー ト を 有 機 物 質 に よ り 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 電
子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
  上 記 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を １ μ ｍ 以 上 、 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 設 定 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 は 、 コ ン デ ン サ 、 イ ン ダ ク タ 、 共 振 子 、 回 路 基 板 等 の 各 種 電 子 部 品 の
素 材 に 広 く 使 用 さ れ て い る 。 か か る セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 は 、 粉 末 状 の セ ラ ミ ッ ク 材 料 を 加 圧
し て 成 形 し て セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と し た 後 、 該 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を セ ラ ミ ッ ク 材 料 の 融 点 以
下 の 所 定 温 度 で 焼 成 す る こ と に よ り 製 造 さ れ る 。 こ の よ う な セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 は 、 生 産 性
を あ げ る た め に 、 匣 鉢 な ど の 焼 成 道 具 材 内 に 多 数 段 積 み し 、 所 定 の 温 度 域 で 一 度 に 焼 成 し
て 多 数 の セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 が 製 造 さ れ る 。 こ の よ う な 製 造 に お い て は 、 焼 成 道 具 材 に 段 積
み さ れ た セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し や セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と が 面 接 触 状 態 と な り
接 触 部 分 が 多 く 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結 体 ど う し が 溶 着 し た り 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼
結 体 と 焼 成 道 具 材 と が 溶 着 し た り す る こ と が 多 い 。 こ の よ う な 溶 着 は 、 焼 成 後 に 強 制 的 に
分 離 す る と 、 各 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 に 割 れ や 欠 け を 生 じ た り 、 あ る い は 分 離 で き な い も の が
製 造 さ れ た り す る 。 そ こ で 、 か か る 溶 着 を 防 止 す る 技 術 と し て は 、 従 来 か ら 、 セ ラ ミ ッ ク
成 形 体 と 反 応 し に く い 無 機 物 粉 末 を 、 段 積 み さ れ た 各 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 間 に 付 与 し た 状 態
で 焼 成 す る 技 術 や 、 あ る い は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う に 、 粒 径 ５ ～ ３ ０ ０ μ ｍ の 無
機 物 粉 末 を 内 部 や 表 面 に 分 散 保 持 し て い る グ リ ー ン シ ー ト を 、 積 層 さ れ た 各 セ ラ ミ ッ ク 成
形 体 間 に 挿 入 し た 状 態 で 焼 成 す る 技 術 が 既 に 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ４ － １ ６ ０ ０ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 い ず れ の 溶 着 防 止 技 術 も 、 溶 着 防 止 に 無 機 物 粉 末 を 用 い て い る た め
に 、 上 記 分 離 し た セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結 体 表 面 に 当 該 無 機 物 粉 末 が 付 着 し た り 、 匣 鉢 な
ど の 焼 成 道 具 材 内 に 残 存 し た り す る 可 能 性 が 高 く 、 そ の た め 、 焼 結 後 に 無 機 物 粉 末 を 除 去
す る 作 業 が 必 要 と な り 、 そ の 作 業 に 余 分 な コ ス ト が か か る う え 、 製 造 に も 時 間 が か か る 結
果 、 歩 留 ま り が 低 い と い う 共 通 し た 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
  な お 、 上 記 両 溶 着 防 止 技 術 の う ち 、 前 者 の 場 合 で は 、 特 に 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結 体
表 面 を 十 分 な 平 面 性 を 有 し た も の と し て 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結 体 に 反 り や 歪 み が 発 生
さ せ な い よ う に す る た め に は 、 無 機 物 粉 末 を セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 に 均 一 に 付 与 す る 必 要 が あ
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る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 無 機 物 粉 末 の 均 一 な 付 与 は 、 必 ず し も 容 易 で は な く 、 セ ラ
ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結 体 に 不 良 が 発 生 し た り 、 ま た 、 そ の 不 良 率 の 低 減 に 相 当 な 労 力 が 要 求
さ れ る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し の 溶 着 や セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成
道 具 材 と の 溶 着 を 防 止 す る の に 、 無 機 物 粉 末 を 用 い る 必 要 を な く し 、 従 来 か ら 要 求 さ れ て
い た 無 機 物 粉 末 の 除 去 作 業 を な く し て 当 該 作 業 に か か っ て い た 余 分 な コ ス ト の 削 減 と 、 製
造 歩 留 ま り を 高 め る こ と を 主 た る 解 決 す べ き 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
  本 発 明 に よ る 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 は 、 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を
焼 成 道 具 材 内 で 段 積 み 状 態 で 焼 成 す る 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
上 記 焼 成 前 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 に あ ら か じ め 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 を 形
成 し て お く こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 上 記 表 面 粗 さ Ｒ ａ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ （ 日 本 工 業 規 格 ）
Ｂ 　 ０ ６ ０ １ （ １ ９ ９ ４ ） に 定 義 さ れ て い る 算 術 平 均 粗 さ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 に よ る と 、 焼 結 前 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体
に 予 め 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ の 凹 凸 を 形 成 し て い る の で 、 上 記 段 積 み し た 各 セ ラ ミ ッ ク 成 形
体 ど う し の 接 触 面 積 や 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と の 接 触 面 積 が 低 減 す る 結 果 、 上
記 焼 結 に 際 し て 、 各 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し の 溶 着 や 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と
の 溶 着 を 抑 制 な い し は 解 消 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し の 溶 着
や セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と の 溶 着 の 防 止 に 、 無 機 物 粉 末 を 用 い る 必 要 が な く な り
、 従 来 か ら 要 求 さ れ て い た 無 機 物 粉 末 の 除 去 作 業 を な く し て 当 該 作 業 に か か っ て い た 余 分
な コ ス ト の 削 減 と 、 製 造 歩 留 ま り を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
  上 記 凹 凸 は 、 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 形 成 用 シ ー
ト と を 交 互 に 重 ね て 加 圧 圧 着 す る こ と に よ り 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 上 記 凹
凸 形 成 用 シ ー ト を 有 機 物 質 に よ り 構 成 す る こ と が 好 ま し い 。 こ う し た 場 合 、 凹 凸 形 成 用 シ
ー ト は 、 上 記 焼 成 に よ り 消 失 す る の で 、 そ の 後 、 焼 結 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 分 離 す る 必 要 が
な く な り 、 そ の 分 、 工 程 が よ り 簡 略 に な り 、 製 造 コ ス ト を よ り 低 減 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  上 記 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を １ μ ｍ 以 上 、 ３ ０ μ ｍ 以 下 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 表 面
粗 さ Ｒ ａ を １ μ ｍ 未 満 に 設 定 す る と 、 剥 離 性 の 点 で 好 ま し く な く 、 ３ ０ μ ｍ 超 に 設 定 す る
と 、 同 様 に 剥 離 性 の 点 で 好 ま し く な い 。 上 記 表 面 粗 さ Ｒ ａ の よ り 好 ま し い 範 囲 は 、
１ １ ． ０ μ ｍ 以 上 ３ ０ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し の 溶 着 や セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と の
溶 着 を 防 止 す る に 際 し て 、 無 機 物 粉 末 を 用 い る 必 要 が な い の で 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 結
後 に 従 来 の ご と く 無 機 物 粉 末 を 除 去 す る 作 業 が な く な る た め 、 そ の 作 業 に 要 し た 余 分 な コ
ス ト の 削 減 、 お よ び 製 造 歩 留 ま り の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
  本 発 明 の 最 良 の 形 態 に 係 る 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製 造 方 法 は 、 未 焼 成 の セ ラ ミ
ッ ク 成 形 体 の 表 面 に 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 を 、 焼 成 前 に 、 あ ら か じ め 形 成 し て
お き 、 上 記 凹 凸 を 形 成 し た セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 焼 成 道 具 材 内 で 段 積 み し 、 上 記 段 積 み し た
各 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 そ れ ぞ れ を 焼 成 し て 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 を 得 る と と も に 、 上
記 各 電 子 部 品 用 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 を 分 離 す る よ う に な っ て い る 。 上 記 表 面 粗 さ Ｒ ａ の 範 囲
は 、 好 ま し く は 、 １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 。 こ の 表 面 粗 さ Ｒ ａ は 、 Ｊ Ｉ Ｓ （ 日 本 工
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業 規 格 ） Ｂ 　 ０ ６ ０ １ （ １ ９ ９ ４ ） に 定 義 さ れ て い る 算 術 平 均 粗 さ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  上 記 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 を 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ に 仕 上 げ る こ と に よ り 、 当
該 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 に は 、 そ の 表 面 粗 さ Ｒ ａ に 対 応 し た 凹 凸 が 形 成 さ れ る 。 そ の 結
果 、 上 記 段 積 み し た 各 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 ど う し の 接 触 面 積 や 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道
具 材 と の 接 触 面 積 は 、 上 記 凹 凸 に よ り 低 減 す る か ら 、 上 記 焼 成 に 際 し て 、 各 セ ラ ミ ッ ク 成
形 体 ど う し の 溶 着 や 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 焼 成 道 具 材 と の 溶 着 を 抑 制 な い し は 解 消 す る こ
と が で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 に 上 記 凹 凸 を 形 成 す る に は 、 例 え ば 、 所 定 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ と し
て １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 形 成 用 シ ー ト を 用 意 す る 。 こ の よ
う な 表 面 粗 さ Ｒ ａ を 有 す る 凹 凸 形 成 用 シ ー ト の 作 製 は 公 知 の 技 術 に よ り 達 成 す る こ と が で
き る か ら 、 そ の 作 製 方 法 の 説 明 は 省 略 す る 。 こ う し て 用 意 し た 凹 凸 形 成 用 シ ー ト と 未 焼 成
の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と を 交 互 に 積 み 重 ね て 加 圧 圧 着 す る 。 凹 凸 形 成 用 シ ー ト は 、 例 え ば 、
不 織 布 や 紙 や そ の 他 の 有 機 物 質 か ら な る も の を 用 い る の が 好 ま し い 。 こ れ は 、 脱 脂 ・ 焼 成
時 に 有 機 物 質 が 完 全 に 分 解 し て 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 か ら 凹 凸 形 成 用 シ ー ト を 剥 離 す る こ と
な く セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 を 作 製 す る こ と が で き る こ と に よ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 鉛 （ 以 下 、 Ｐ Ｚ Ｔ と 略 す る ） 粉 末 に 、 適 量 の 有 機 樹 脂 バ イ ン ダ ー お
よ び 分 散 剤 を 混 合 し て 、 ス ラ リ ー を 作 製 す る 。 そ し て 、 キ ャ ス テ ィ ン グ 等 を 用 い て 、 こ の
ス ラ リ ー を シ ー ト 成 形 し 、 肉 厚 ２ ０ ０ μ ｍ の Ｐ Ｚ Ｔ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト を 作 製 し た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の Ｐ Ｚ Ｔ セ ラ ミ ッ ク シ ー ト を 所 定 の 寸 法 に 打 ち 抜 き 、 所 定 の 枚 数 を 段 積 み し て 加 圧 圧
着 し 、 所 定 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 凹 凸 形 成 用 シ ー ト と し て 、 表 面 粗 さ 加 工 を 施 し た 金 属 板 を ２ 枚 用 意 し 、 こ れ ら 金
属 板 間 に 前 記 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 挟 ん で 、 所 定 の 圧 力 で 加 圧 圧 着 し た 後 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形
体 を 剥 離 し て 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 両 表 面 に 所 定 の 表 面 粗 さ を 有 す る 凹 凸 を 形 成 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 粗 面 の 凹 凸 形 成 は 、 上 記 金 属 板 に よ る 挟 み 込 み 方 法 に 限 ら ず 、 例 え ば 、 表 面 に 粗
さ 加 工 を 施 し た ロ ー ラ を セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 に 圧 着 し て 、 連 続 的 に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 上 記 所 定 の 表 面 粗 さ を 有 す る セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を １ ０ 枚 積 層 し 、 Ｐ Ｚ Ｔ 製 の 敷 板
を 敷 い た 焼 成 用 匣 鉢 中 に 並 べ て 、 所 定 の 焼 成 条 件 で 脱 脂 ・ 焼 成 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 焼 成 後 、 楔 を 用 い て 外 力 を 加 え 、 そ れ ぞ れ の セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 に 分 離 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 上 記 表 面 粗 さ 加 工 を 施 し た 金 属 板 は 、 そ の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ５ μ ｍ ， １ ． １ μ
ｍ ， ５ ． ０ μ ｍ ， １ ０ ． ０ μ ｍ ， ２ ７ ． ０ μ ｍ ， ５ ０ ． ０ μ ｍ の ６ 条 件 に て 行 っ た 。 そ の
時 に 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク 焼 成 体 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ は 、 そ れ ぞ れ ０ ． ４ μ ｍ ， １ ． ０ μ ｍ ， ４
． ７ μ ｍ ， １ １ ． ０ μ ｍ ， ３ ０ ． ０ μ ｍ ， ４ ６ ． ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 表 １ に 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ と 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 に お け る 剥 離 性 と の 関
係 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 剥 離 性 の 評 価 方 法 は 、 試 料 数 ｎ が １ ０ 個 で あ り 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 成 後 に 、 セ ラ ミ
ッ ク 焼 結 体 ど う し 、 お よ び セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 焼 成 道 具 材 と の 間 で 剥 離 す る か 否 か の 度 合
い を 評 価 し た 。 試 料 数 １ ０ 個 中 １ 個 で も 剥 離 し な か っ た も の は × 、 １ ０ 個 全 て 剥 離 し た も
の は ◎ で 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 表 １ よ り 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 （ 未 焼 成 状 態 の 成 形 体 ） の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が １ μ ｍ ≦ Ｒ ａ ≦
３ ０ μ ｍ を 満 た せ ば 、 得 ら れ る セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 剥 離 性 が 良 好 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が １ μ ｍ 未 満 の 場 合 、 お よ び 表 面 粗 さ Ｒ ａ が ４ ６ ． ５
μ ｍ （ ３ ０ μ ｍ を 超 え る ） の 場 合 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 ど う し 、 お よ び セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と
焼 成 道 具 材 と が 溶 着 す る こ と で 剥 離 性 に 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 溶 着 を 防 止 す る 要 因 と し て は 、 表 面 粗 さ Ｒ ａ が 増 加 す る こ と に よ り 、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体
ど う し 、 お よ び セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 焼 成 道 具 材 と の 間 に お け る 接 触 面 積 の 低 下 が 挙 げ ら れ
る 。 こ の 接 触 面 積 は 、 基 本 的 に は 表 面 粗 さ Ｒ ａ が 小 さ く な る ほ ど 増 加 す る が 、 極 端 に 表 面
粗 さ Ｒ ａ が 増 加 す る と 、 実 際 に は 凹 部 と 凸 部 の 噛 み 合 い に よ り 接 触 面 積 が 増 加 す る た め 、
適 切 な 表 面 粗 さ Ｒ ａ の 範 囲 が 存 在 す る 。 こ の 適 切 な 表 面 粗 さ Ｒ ａ の 範 囲 と し て 、 表 １ よ り
、 １ μ ｍ ≦ Ｒ ａ ≦ ３ ０ μ ｍ で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 所 定 の セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 凹 凸 形 成 用 シ ー ト と し て 、 両 面 が そ れ ぞ れ 所 定 の 表 面 粗 さ を 有 す る 有 機 物 質 シ ー
ト を 用 意 し 、 上 記 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 同 寸 法 に 打 ち 抜 い た 。 こ こ で 、 有 機 物 質 シ ー ト と し
て 、 Ａ ） ろ 紙 、 Ｂ ） ク ラ フ ト 紙 、 Ｃ ） ポ リ エ ス テ ル 系 不 織 布 の ３ 種 類 を 用 意 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 と 有 機 物 質 シ ー ト を そ れ ぞ れ 交 互 に １ ０ 枚 ず つ 段 積 み し 、 所 定
の 圧 力 で 加 圧 圧 着 し 、 多 段 の 積 層 圧 着 体 を 得 た 。 そ し て 、 当 該 積 層 圧 着 体 を 、 Ｐ Ｚ Ｔ 製 の
敷 板 を 敷 い た 焼 成 用 匣 鉢 中 に 並 べ て 、 所 定 の 焼 成 条 件 で 脱 脂 ・ 焼 成 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 焼 成 後 、 楔 を 用 い て 外 力 を 加 え 、 そ れ ぞ れ の セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 に 分 離 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 有 機 物 質 シ ー ト を 用 い て 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ は 、 そ れ ぞ れ
、 ２ ． ７ μ ｍ ， ３ ． １ μ ｍ ， ３ ． ５ μ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 表 ２ に 、 有 機 物 質 シ ー ト を 用 い て 得 ら れ た セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ と
、 セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 に お け る 剥 離 性 と の 関 係 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 剥 離 性 の 評 価 方 法 は 、 試 料 数 ｎ は １ ０ 個 で あ り 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 の 焼 成 後 に 、 セ ラ ミ
ッ ク 焼 結 体 ど う し 、 お よ び セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 と 焼 成 道 具 材 と の 間 で 剥 離 す る か 否 か の 度 合
い を 評 価 し た 。 試 料 数 １ ０ 個 中 １ 個 で も 剥 離 し な か っ た も の は × 、 １ ０ 個 全 て 剥 離 し た も
の は ◎ で 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 表 ２ よ り 、 Ａ ） Ｂ ） Ｃ ） い ず れ の 有 機 物 質 シ ー ト を 用 い て も 、 得 ら れ る セ ラ ミ ッ ク 焼 結
体 の 剥 離 性 は 良 好 で あ る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 凹 凸 形 成 用 シ ー ト に 有 機 物 質 を 用 い た 場 合 、 脱 脂 ・ 焼 成 時 に 有 機 物 質 が 完
全 に 分 解 し て し ま う の で 、 セ ラ ミ ッ ク 成 形 体 か ら 凹 凸 形 成 用 シ ー ト を 剥 離 す る 必 要 が な く
、 容 易 に 脱 脂 ・ 焼 成 を 行 う こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 は 、 コ ン デ ン サ 、 サ ー ミ ス タ 、 バ リ ス タ 等 の 電 子 部 品 用 の セ ラ ミ ッ ク 焼 結 体 の 製
造 方 法 と し て 有 用 で あ る 。
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